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た。相互に影響し合うパラメーターの中にはこれまで知られていなかった MS と LC
 の間のパラメーター（Gradient (%) - Dynamic exclusion (sec)、Gradient time (min) -
 Resolution）が含まれていた。得られた結果からタンパク質同定数を増加させるため
の最適なパラメーターを決定し、最適なパラメーターと最適化前のパラメーターでタ
ンパク質の同定数を比較したところ、同定数が有意に 8.1 % 増加していた。 
 














 C. cellulovorans のタンパク質を734個同定できた。さらに得られた結果を統計的に
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群の発現様式を制御しているのではないかと考えられた。 
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1. 「実験計画法」を用いた新規 LC-ESI-MS/MS の分析パラメーター最適化法を用
いることによって、タンパク質同定数が増加した。これには、8 つのパラメータ
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